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ウイルスはなぜ変異株を生じるのだろうか？生じた変異株は感染力や毒性が強くなって行く
のだろうか。多くの人が漠然とこうした疑問と不安を抱えている。2019 年末頃に端を発した新
型コロナウイルスの急速な感染拡大は、当初予想をはるかに超える長期に渡り、人々に不便な
生活を強いる事となった。特例的措置によるワクチン開発・承認で人々は元の生活を取り戻せ
るかに思われたが、新たな変異株出現がその道を阻んでいる。人類を脅かすパンデミックの台
頭はかねてより予想され、今後も繰り返されるだろう。
中学や高校、あるいは大学の生物で遺伝子やゲノムについて習うものの、これがコロナウイ

ルスの流行に結びついていることは理解しにくいだろう。ウイルスは教科書的には生命体と定
義されないものの、簡素ながら遺伝子の集合体であるゲノム構造を持ち、生物の枠組みで理解
できる。ウイルスの特殊性は、宿主であるヒトや動物の細胞を借りなければ子孫を残せない点
であり、同時に世代が極端に短く、産子数および変異が極端に多い点である。このために進化
速度も極めて速く、ヒトの100 万倍にも達するとされる。コロナウイルスの変異株は感染性の
強い強毒が広がっていると報道されるが、この先はどうなるだろうか。

DNA やRNA のもつ遺伝情報に注目した進化遺伝学の分野では、過去の進化から傾向をつかみ、
性質を分類し、進化の予測に結びつける試みも行われてきた。博物学的な知識に留まらず、数
理的理論に基づくことで、こうした解析は可能になる。

【講演】


	スライド番号 1

